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事事例例 22--22--55：：幸幸福福湯湯  

「「地地域域住住民民ととののココミミュュニニケケーーシショョンンをを重重視視しし、、地地域域ののココミミュュニニテティィ機機能能をを担担うう企企業業」」  

・所在地：和歌山県和歌山市 ・従業員数：4名 ・個人事業者 

・事業内容：洗濯・理容・美容・浴場業 

 

地地域域住住民民のの憩憩いいのの場場「「幸幸福福湯湯」」をを存存続続ささせせるるここととをを決決意意  

 和歌山県和歌山市の幸福湯は、銭湯を営む企業である。幸福湯は 1956年の創業当時から、いわゆる「町のお風

呂屋さん」として地域住民の憩いの場となってきたが、施設や設備の老朽化が目立ってきたことから、2018 年頃

から廃業することを検討していた。先代経営者の孫に当たる現経営者の中本有香氏は、幼い頃から家族が苦労し

て働く姿を見てきたため、自らが事業を引き継ぐことは全く考えていなかった。しかし、愛着のある幸福湯が無く

なることに寂しさを覚えたことに加えて、利用者から存続を望む声が相次いだことから、幸福湯が地域の中で担

ってきた役割の大きさを実感。自身が経営者となって事業を承継し、幸福湯を残すことを決意した。 

リリニニュューーアアルル後後もも顔顔のの見見ええるる関関係係をを重重視視、、地地域域ののココミミュュニニテティィ機機能能をを担担うう  

 2019 年に事業を引き継いだ中本氏が最初に行ったのは、老朽化した施設や設備のリニューアルであった。具体

的には、価格変動の大きい重油を燃料とするボイラーから、都市ガスによる加温方式に変更。その結果、経費削減

を実現するとともに、ボイラーを常時監視する必要がなくなったことで省力化し、中本氏と母親、大叔母で業務を

回せるようになった。利用者の体調不良やトラブルにすぐに気付き、対面のコミュニケーションを取りやすくす

るために、創業時からある番台は引き続き設置し、三人で切り盛りしている。一人暮らしの高齢者がしばらく来な

いと個別に連絡を取り安否確認をするなど、顔の見える関係をいかした取組で、幸福湯は地域のコミュニティ機

能の役割も担っている。 

リニューアル後は既存の利用者を大切にする取組のみならず、新たな利用者の開拓にも注力。ホームページや

SNSを通じた情報発信のほか、パインアメの湯など変わり湯の入浴剤、タオルや Tシャツ、パーカー等のオリジナ

ルグッズなども好評を博しており、若年層を中心とした新規利用者の増加につながっている。 

幅幅広広いい利利用用客客ににととっってて居居心心地地のの良良いい場場所所をを目目指指すす  

事業承継後の取組が奏功し利用者数や利用者層が変化する中、中本氏は「幅広い利用者にとって居心地の良い

場所になることを目指しているため、サービスが若い世代と年配の世代どちらかに偏っていないか、不快に感じ

る人はいないか、という点に気を配っている」と話す。特に、中本氏は高齢者の「居場所」として銭湯が果たす役

割は大きいと考えており、若年層の利用者が増える中で高齢者が利用しづらくならないように各種取組を進めて

いる。今後は地域を巻き込んだイベントを開催することを検討しており、世代を問わず交流が進むことで、地域の

「にぎわい」を取り戻していきたい考えだ。また、中本氏は現在、和歌山県公衆浴場業生活衛生同業組合の理事長

を務めており、県下の銭湯を盛り上げる活動にも取り組んでいる。「加盟店舗数が年々減少しているほか、現在加

盟している 11軒についても今後の事業継続に前向きな考えを持っているのは２、３軒程度しかない。事業環境は

決して明るくはないが、地域住民の憩いの場となるよう幸福湯の事業を継続していきたい」と中本氏は語る。 

 

   
中本有香氏 幸福湯の玄関 幸福湯の浴室 

90 

 

事事例例 22--22--66：：株株式式会会社社ワワイイズズテテククノノ  

「「地地域域住住民民とと外外国国人人旅旅行行者者のの交交流流拠拠点点ととししてて地地域域活活性性化化にに貢貢献献すするる企企業業」」 

・所在地：群馬県高崎市 ・従業員数：５名 ・資本金：500万円 

・事業内容：職別工事業 

 

地地域域のの魅魅力力発発信信のの経経験験かからら、、イインンババウウンンドド市市場場のの可可能能性性をを見見出出しし、、地地域域のの交交流流拠拠点点のの整整備備をを決決意意  

 群馬県高崎市の株式会社ワイズテクノは、商業店舗の屋根・外壁工事や住宅等のリノベーションを手掛ける企

業である。事業の傍ら、地域貢献にも積極的に取り組んでおり、2020 年５月から地域の飲食店や観光スポット、

イベント等の情報を自社の Instagramで紹介。2020年９月には自社で地域の情報を掲載したフリーペーパーを製

作し、高崎市内の主要集客施設などで配布することで、地域の魅力発信に努めてきた。 

上記取組の中心であった同社の吉田恭子取締役は、地域の魅力発信の経験や自身の海外滞在経験から、インバ

ウンド市場に可能性を感じ、地域の交流拠点となるゲストハウス事業を構想。その後は新型コロナウイルスの感

染拡大で事業実施に踏み出せずにいたが、2021 年７月にフリーペーパーの製作で助言を受けていた高崎市群馬商

工会から、事業再構築補助金の案内を受け、同事業の具体化に向けた検討を開始。同社の林雄輔社長からの後押し

もあり、アフターコロナを見据えたゲストハウス事業の開始を決意した。 

外外国国人人旅旅行行者者向向けけゲゲスストトハハウウススをを建建設設、、地地元元住住民民をを交交ええたた交交流流のの場場にに  

 同社は、ゲストハウスの開業に向けた事業計画策定や事業再構築補助金の申請書作成において、同商工会から

手厚い支援を受けた。補助金申請に関する手続きのほかにも、同社を PRするためのインフルエンサーの紹介や動

画作成の支援も受けており、吉田取締役は「商工会の支援なしでは開業に至ることはできなかった」と振り返る。

2023 年２月に外国人旅行者向けゲストハウス「まといホステル＆バー」を開業。内外装は、リノベーション事業

で培った自社のデザイン力をいかした。館内には、ベッド数 22床の宿泊室のほか、宿泊者以外も利用できるカフ

ェバーを置き、宿泊者同士あるいは地元住民も交えた交流スペースとなっている。スタッフの採用では、宿泊者と

のコミュニケーション能力を重視してネイティブレベルの英語力とビジネス会話レベルの日本語力を必須とし、

外国人と日本人の橋渡しができる人材を確保した。 

宿宿泊泊者者をを地地域域のの季季節節イイベベンントトやや居居酒酒屋屋へへ案案内内、、国国際際交交流流をを通通じじたた地地域域のの活活性性化化をを目目指指すす  

 これまでに宿泊した外国人旅行者は、ゲストハウスを拠点として、近隣の山々でのハイキングや、アニメ作品に

登場した実在スポット巡りを行うなど、長期滞在をすることが多い。中には、バーで知り合った地元住民と翌日に

ドライブに行く様子が見られるなど、ゲストハウスがハブとなって新たな交流が生まれている。同社としても「高

崎まつり」や「前橋七夕まつり」等の地域の季節イベントの案内や、近隣の居酒屋等への宿泊者の案内、同商工会

の会員とのつながりをいかしたワークショップの開催など、定期的にイベントを企画している。今後も、積極的に

地元住民と外国人旅行者の交流の機会を創出し地域の活性化に取り組むほか、将来的には、県内の観光地を巡る

ツアー商品を自社で企画・販売することを目指している。「地元の方々との交流を観光のコンテンツに含めている

ため、直接コミュニケーションが取れる機会を更に作って地域を活性化させたい」と吉田取締役は語る。 

   
吉田取締役（左）と林社長（右） 「まといホステル＆バー」の外観 カフェバーで交流を楽しむ利用客 
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第2章　小規模事業者に対する今後の期待
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